
 

 

○○科（   ）学習指導案 

○○高等学校 ○○科 ○年 

令和○○年○○月○○日（○）第○時限  場所：○○○○ 指導者：○○ ○○ 

単元(題材)名  

学習指導要領上の 

位置づけ 
学習指導要領の各項目の「内容」に示された項目を記す。（内容のまとまり） 

単元(題材)の 

目標 

「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」のすべての

内容を踏まえて記す。 

単元(題材)設定 

の理由 

＊この単元（題材）全体についての指導方針を述べる。 ［指導者の立場で書く］ 

（１）生徒観 

・教科で身に付ける資質・能力の点で、学年目標への達成状況等について具体的に記す。 

・これまでの学習経験や既習事項の習得状況等（生徒がどのような学習を積み重ねてきたか、

どのような実態にあるのか）を記す。また、その実態を踏まえて、当該単元（題材）の学習で身

に付けさせたい力について記す。 

（２）教材観  

・教科で身に付ける資質・能力育成の観点から単元（題材）で育成できることについて、具体的

に記す。 

・生徒観を踏まえ、単元（題材）の目標を実現するために扱う教材の系統性、特徴、意義、価値

等について記す。また、既習単元（題材）との関連や今後の展開等についても触れる。 

（３）指導観 

・単元（題材）の目標を実現するために、（１）で記述した生徒の実態を踏まえ、（２）で記述した

教材を用いた有効な指導の方針や方法を記す。 

・単元（題材）の目標の実現に向けた、生徒の実態に応じた教材の活用方法や言語活動を適

切に位置付けた授業構成、指導形態や環境設定の工夫等について記す。 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導上の工夫や手立てを明確に記す。 

     

単元(題材)の 

評価規準 

知識・技能※ 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

   

        ※職業に関する教科は知識・技術 

 

新学習指導案 令和４年度～ （記入例） 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料【高等学校 各教科】」

（国立教育政策研究所教育課程センター）を参考にする。 

【参考】 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 令和３年８月 国立教育政策所教育課程センター 



１ページ目で設定した題材の評価規準を基に作成する。 

題材の評価規準（例）※表現と鑑賞２つの領域を組み合わせた題材の場合 

題材の 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

知① ～について、理解してい

る。（表現） 

技 創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な技

能を身に付け、（歌唱、器楽、

創作）で表している。 

知② 「◇◇」（楽曲名）の～に

ついて理解している。（鑑賞） 

思① 〇〇（音楽を形づくっている要

素）を知覚し、その働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、どのよう

に表すかについて表現意図をもっ

ている。（表現） 

思② ～について考え、音楽のよさや

美しさを自ら味わって聴いている。

（鑑賞） 

態 ～に関心をもち、主体

的・協働的に表現と鑑賞

の学習に取り組もうとし

ている。（表現・鑑賞） 

 

◇指導と評価の計画（全４時間） 

時 主な学習活動 
評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 
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本    
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   思①（表現） 
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    知① 技（表現） 

 

    知②（鑑賞） 

 

 

 

   思②（鑑賞） 

 

 

 

 

態（表現・鑑賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観点別の学習状況についての評価は、毎回の授業ではなく、原則として単元や題材など、内容や時間のまとまりごとに、それぞれの

実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選することが重要である。 

・題材の評価規準をもとに、題材全体について１時間（２時間ひとまとまりの場合は２時間でもよい）ごとに作成する。 

・評価規準は「ねらい」が達成された具体的な姿（Bおおむね満足できる状況）を表すものである。 

  ＊〔文末表現例〕 （結果の可否ではなく、行為に対して） 

【知】～理解している  【技】～表している 

【思】～表現意図（思いや意図）をもっている、～考えている、～聴いている 

【態】～取り組もうとしている 

・「題材の評価規準」において設定した評価規準を、具体的な指導計画の中に配置する。 

・評価規準とは学習指導のねらいが実現された状況を具体的に示したものであり、｢本時

のねらい｣と関連したものである。（指導と評価の一体化） 

※表の矢印では，生徒の学習活動の状況を観察などによって継続的に見取り、それ

ぞれの評価を記録に残す場面で総括的に評価する。矢印は、見取りを開始する学習

活動から評価までの範囲を記述する。 



◇本時のねらい（第 時） 

※ 指導と評価の計画の該当する時間との整合を図り、生徒に実現させたいねらいについて、生徒の立

場で書く。 

（例）○○に関する社会的な課題について、解決策をグループで話し合うことを通して、自分自身の

考えを表現する。 

 

◇指導過程 

段階 学習活動 
時間 

（分） 
◇指導上の留意点 ◆評価規準【観点】（評価方法） 
※◆の次にＡの具体的な姿の例と、Ｃへの手立ても記す 

導入 

［生徒の立場で書く］ 

（例） 

１ 前時までの内容を振り返り、本

時のねらいを把握する。 

 ［指導者の立場で書く］ 

 

展開 

２ ○○の課題を把握する。 

（１）グループでグラフデータと新

聞記事から○○に関する課題を

発見する。 

（２）課題を板書し発表する。 

３ ○○に関する課題の解決策につ

いて考える。 

（１）グループで課題の解決策につ

いて話し合う。 

（２）グループごとに解決策を発表

する。 

（３）多様な解決策があることを知

る。 

（４）発表をもとに解決策について

の自分自身の考えをワークシー

トにまとめる。 

 ◇学習活動について、指導上の重点、工夫、手立て、 

支援等について留意すべきことを具体的に記す。 

（例）・生徒一人一人の学習進度に応じた手立て 

・生徒が主体的な学習を進める手立て 

・資料提示の機会や方法 

・効果的な学習方法や学習形態の工夫 

・つまずきのある生徒への支援 

〔文末表現例〕 

 ◯ ～助言する  × ～説明する 

   ～配慮する    ～指導する 

   ～を促す     ～させる 

 

◆〇〇の課題の解決策について、自分自身の考え

を表現している。   【思】（ワークシート） 

Ａ:〇〇の課題の解決策について、現実的・具体的

に考え、表現している。 

Ｃ:本時の活動について質問したり、他者や他グル

ープの意見や発表の内容について確認したりし

て、〇〇の課題解決策について自分自身の考え

をもてるよう支援する。 

 

 

まとめ 

４ 本時の学習内容を整理し、ねら

いが達成できたかどうかを振り返

る。 

  

 

資料 ワークシート、○○を表したグラフデータ、新聞記事 

 

ねらいを達成するために、適切かつ効果的な学習活動となるよう工夫する。 

生徒に示す本時のねらいや学習課題 （例）「○○に関する社会的な課題を解決しよう。」 

【知・技】知識・技能 

【思】思考・判断・表現 

【態】主体的に学習に

取り組む態度 

 

※Ａ：Ａと判断する根拠となる生徒の具体例を記す。 

※Ｃ：Ｃと判断した生徒に対する、具体的な指導や支援 

※Ｃ：の手立てを記す。 


